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関連文献／特許

本教室の疫学研究は、皮
膚温を用いた研究では他国
と比較しても最大規模にな
ります。昨今のウェアラブ
ルデバイスの普及を追い風
に、皮膚温が健康関連アウ
トカムを改善する介入可能
な要因として確立されるよ
うエビデンスを発信してい
くことができればと考えて
おります。
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　寒冷期の皮膚温を適切な範囲で制御することは、良好な血
圧コントロール、ひいては心血管疾患発症・死亡の減少に結び
つく可能性がある。
　具体的には、装着型デバイスによる急な血圧上昇に繋がる皮
膚温低下の感知、発熱機能を持った防寒具の使用、皮膚温を
標的とした屋内暖房/保温方法の個別化が挙げられる。

寒冷期に心血管死亡が増加する原因として、寒冷曝露による血
圧上昇、血圧変動増大が挙げられる。寒冷曝露により皮膚血管が
収縮し、血圧が上昇することは複数の生理学的研究で確かめられ
ているが、実生活下で、どの程度の皮膚温変化が、どの程度血圧
が変化させるかは不明であった。

我々は、寒冷期、実生活下で皮
膚温と自由行動下血圧を 48 時
間反復測定し、四肢末梢の皮膚
温が、その標準偏差の大きさだ
け低下すると、収縮期血圧が 4.3 
mm Hg 上昇することを示した。加
えて、環境温度変化に対する血圧
応答における皮膚温の媒介効果
は、腹部皮膚温を基準として、四
肢末梢の皮膚温で 7.1 倍であっ
た。寒冷期に四肢末梢の皮膚温
を高く維持する、もしくは皮膚温
変動を小さくすることは、血圧上
昇・血圧変動増大を抑制するこ
とを示唆する結果であった。
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